


































































































































































































































































































































































１０ Troeltsch, Ernst（１９２５）“Epochen und Typen der Sozialphilosophie des Christentums”, Hrsg.v.Hans Baron ed.,















ではデニフレが最もルターと共通点をもっていたと指摘している。Erikson, Erik H.（１９５９）Young man Lu-
ther : a study in psychoanalysis and history , London : Faber & Faber.（＝１９７４、大沼隆訳『青年ルター――精
神分析的・歴史的研究』教文館、４６，５５－５６頁）。
１４ 岩下前掲（９）序文、３頁。
























































に示すことにあった。John A. Hardon（１９８０）Modern Catholic Dictionary, New York : Doubleday（＝１９８２、
浜寛五郎訳『現代カトリック辞典』エンデルレ書店、３９０頁）。
５０ 田中耕太郎「信と智と愛――岩下壮一師一周忌に際して」『カトリック研究』２２（１）、岩波書店、１９４２、
５３頁。なお、岩下はトマス・ア・ケンピス（Kempis, Thomas：１３８０－１４７１）が主張する「己を知りて
卑むべきこと」というキリスト者としてもつべき人格的規範を説明して、知識は「結局自らに不足を感
じてゐる人間の理性の上に築き上げられるものでありますから、その知識で魂の飢や渇を癒さうとする
のは無理である。それよりも、神の光に照らされる謙遜な心構こそ、まことの叡智を得るため、神の智
慧に與らして頂くために、大切なのであります」と、神理解における知識の限界を述べている。岩下前
掲（４）書、１０－１１頁。
岩下壮一の思想形成と哲学
―８５―
